
 

 

 

７月１８日（金）に、５・６年生を対象とした着衣泳の学習を実施しました。 

 今年も水の事故による悲しいニュースが報道されています。暑くなり水遊びの機会も増えてくる中で、万が一の時

に自分の命を守るために、どのように行動すればよいのかを学ぶ大切な機会です。今年度も石鳥谷出身で水難学

会の講師をされている鎌田篤さんをお迎えし、より具体的で実践的な学びの機会を作ることができました。 

 子どもたちは水流に逆らって動くことの難しさを体験したり、身に付けているもので浮力につながる物の確認をし

たり、ペットボトルを使って浮かぶ練習をしたりしました。濡れた服の重さや、水流の強さに驚きながらも自分の命を

守るために大切なことをしっかりと学んでいました。 

 いざというときに自分の命を守るための行動ができるかどうかはこうした経験や日頃の心構えが大切です。学校

ではこれからも命について考え、守るための学習を大事にしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

７月２２日（火）に PTAの救急救命講習を行いました。 

   今年度はプール当番の方を中心に１３名のご参加をいただき実施することができました。 

   花巻北消防署から講師の先生をお招きし、救命についての必要な知識や心肺蘇生、AEDの使い方等を実際の 

場面を想定しながら教えていただきました。 

   プールの開放は暑い夏休み中のお楽しみの時間にしている子もたくさんいると思います。その楽しい時間のために 

保護者の皆様のお力をお借りできることを本当にありがたく思っていました。 

お忙しいところ、プール当番をお引き受けくださった皆さん、そして、救急救命講習にご参加いただいた皆さん、あ

りがとうございました。 
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命を守るために

PTA救急救命講習を実施しました。 

     明日から楽しい夏休み（7/26～8/18）     

おめでとうございます！       

   

 ４月７日の始業式、１年生は８日の入学式からスタートした１学期も今日が最後の日となり

ました。 

 温かい雰囲気の中行われた一年生を迎える会や今年度の児童会活動の方向性を決めた

児童会総会、応援や競技、係活動に全力で取り組み学校の一体感を感じた運動会。５年生

は初めての宿泊学習となったグリーンキャンプで協力することの大切さや友達との絆を学び

ました。６年生は小学校生活最大のイベントともいえる修学旅行で歴史や文化に触れながら

命の大切さについても学びを深めてくることができました。 

 たくさんの行事や教育活動を通して、子どもたちは教室での学習はもちろんですが、様々な

場面で人との関わり方や生き方をたくさん吸収しているのだと強く感じる１学期となりました。 

  また、３日間に渡り行われた期末面談では、担任からそれぞれのお子さんのこの１学期の

様子について保護者の方々にお伝えしました。限られた時間の中ではありましたが、頑張った

ことや今後に向けての課題等を共有することができたのではないかと思います。子どもたち

の健やかで確かな成長のためにもこうした学校との共有の時間を今後も大切にしながら、学

校と家庭が子どもたちを一緒に育てていけるよう努めていきます。お忙しいところ、面談のた

めの時間を取っていただきありがとうございました。 

 さあ、明日からはいよいよ子どもたちが楽しみにしていた夏休みです。夏休み中だからこそ

得られる様々な経験を通して、２学期の始業式がある 8 月１９日（火）には一回り成長した元

気な姿で登校してきてくれることを楽しみに待っています。 

 くれぐれも事故や大きなけが等がないよう、各ご家庭でも子どもたちへの声がけもお願いい

たします。 

 第１２回はなしん児童桜の絵画コンクール入賞者 

【１・２年の部】 

    最優秀賞       ２年 新毛 七海 さん 

    理事長賞       ２年 熊谷 茉大 さん 

【３・４年の部】 

    優秀賞         ４年 吉水 悠音 さん 

    審査委員特別賞 ４年 八重樫 悠人 さん 

    理事長賞       ４年 藤原 知生 さん 

 

 ２年生と４年生が学校を代表して取り組みました。どの子も桜のイメージを膨らませなが

ら、丁寧に下描きしたり彩色したりしてとても素敵な作品に仕上げていました。 

 様々なところで子どもたちの活躍の場が広がることが、自信や夢につながっていきます

ね。石鳥谷小の子どもたちの頑張りが学校以外の場でも大きく広がってほしいと思いま

す。 

 入賞した皆さん、おめでとうございます！ 

 

 

  


